
学 校 園 紹 介

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
利
用
で
減
っ
た
時
間
は
？

　佐野中学校では保護者のみなさんや地域の人との協働
で、様々な活動に取り組んでいます。6月に行われた「と
んぼの会 開講式」では、スポー
ツ交流の後、とんぼの会の生徒、
青少年指導員、教職員が力を合
わせて花壇整備に汗を流しまし
た。体育館前の花壇には綺麗な
「光」の花文字が完成しました。
これは、とんぼの会 会長の発案
で「佐野中学に光あり」の校歌
の通り、一人ひとりの個性が輝く、希望に満ちた学校にし
たいという願いが込められたものです。

　8月には「佐野中校区の子ど
もをよりよく育てるために協力
して出来ること」をテーマに佐
野中校区の小学校4校と合同研
修会を実施しました。総勢120
人近い教職員がグループに分か
れ「授業づくり」「生徒指導」「集
団づくり」について活発な論議

を行いました。この成果を9年間見通した小・中の連携し
た指導に繋げていきたいと思います。
　本年度は「生徒の主体的・自治
的な活動の推進」を重点課題の一
つとして取り組んでいますが、生
徒会では「One For All, All For 
One～優しさは学校を日本一に
する～」のスローガンの下、校則
改正を目指して「Safety way to 
schoolキャンペーン」を展開し、交通安全マップの作成やポ
スターの掲示などによる啓発活動を推進しています。
　また、施設面では、来年1月には50ｍコースを備えた素
晴らしいプールが完成する予定で、現在工事が着々と進め
られています。今か ら完成が楽しみです。

　本校は心豊かな子どもを育成するため、学校教育活動全
体において、地域と連携しながら子どもたちの人権意識を
高める教育を推進しています。
　いずみさの女性センターの
男女共同参画ゲストティー
チャーに来ていただき、4年生
には「それって…ヘン？」と
題して一人ひとりの個性を認
め合うことの大切さ、6年生に
は「伝えてみよう！自分の気持
ち」と題して自分も相手も尊重する人間関係づくりの大切
さを教えていただきました。

　また、1・2年生には8月の
登校日に校区在住の絵本講師
に来ていただき、平和学習の
取組として、原爆投下によっ
てもたらされた被害などをと
りあげた絵本の読み聞かせ
や紙芝居をしていただきまし
た。そして、平和な社会が続

くことを願い、しゃぼん玉を飛ばしてくれました。
　3年生には人権擁護委員に
よるいじめをテーマとした人
権教室、5年生には地域のみ
なさんの協力も得ながら、米
づくり体験を通じての食文化
学習を行っています。また、
ひまわり学級（支援学級）と
の交流を全学年が行い、互い
に尊重し、支え合う集団づくりの取組もすすめています。

 　これからも、人権を育む教育活動をさらに発展させ、子
どもたちにとって、学校が居心地のよい居場所となり、安
心して学べる場となるよう努めていきたいと思います。
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度
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。
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携
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。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
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こ
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。
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